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Ⅰ．地域の概要
～地域の特徴と活動の背景～

株式会社わんさか



大浦川流域の概要
自然と暮らしが共生する「重要湿地」

   

大浦川流域の特徴と概要 3

1. 希少な自然環境と豊かな生態系
• 沖縄本島有数のマングローブ林：名護市東海岸に
位置し、河口部には北限域のマングローブが広がる。

• 「⽇本の重要湿地500」：環境省が選定する貴重な
水環境として登録されている。

• 多様な生物の宝庫：淡⽔⿂類、甲殻類、昆⾍類な
どが形成する豊かな⽣態系が⼤きな特⾊。

2. 地域コミュニティと暮らしの結びつき
• 生活に不可欠な川：大浦・大川集落に面しており、
古くから住民の水源、食糧調達、遊び場として生活と共
にあった。

• 伝統の継承：郷土愛、コミュニティの結束が強く、近
代化が進む沖縄の中で伝統的な価値観や行事が脈々
と受け継がれてきた地域である。

3. 直面する地域課題（負のスパイラル）
• 過疎化と高齢化の進行：人口は減少傾向が続いて
おり高齢化率は40.5％に達している（令和5年時点）。

• 守る力の弱体化：過疎化によりコミュニティの力が弱
まり、自然や風景を守り活用する力も衰退してきている。

沖縄県名護市

（出典：イラストAC）



大浦川流域の特徴と概要 4

水源地

マングローブ林

わんさか大浦パーク

畑

集落

収穫された農産物はわんさか大浦パーク
に出荷され、地域の人たちの収入源に。

源流域は水源地として活用され集落の生活用水、
畑への農業用水として使われている。

遊び場

沈下橋

かつて薪や農業資材として生活を支えたマングローブ林は、生活様式の変化
により直接的な利用が途絶えかけた。しかし、1995年名護市の天然
記念物指定を機に自然的・教育的価値が再評価され、現在は「わんさか大
浦パーク」がツーリズム資源として活用。2016年には地域振興と自然保全
の両立を目的に全長726メートルの遊歩道を整備。地域の宝として、その価
値が再び磨き上げられている。

沈下橋や河口は子どもたちの遊び場にも
なっており、生物多様性を守ることも含め、
水質保全が求められている。



地域づくりの拠点わんさか大浦パーク
   

大浦川流域の特徴と概要 5

• 運営体制と成り立ち
◦ 名護市東海岸10の集落が出資する「株式会社わんさか」が、指定管理を受けて運営。2011年の開業、地域住
民と来訪者が集う交流の拠点。関係人口創出、移住のきっかけづくりの役割も担う。

• 経営コンセプト
◦ 「地域の風景と暮らしを守り、未来をつくる商品・サービス・施設」を合言葉に、持続可能な地域づくりを目指す。

• エコツーリズムの推進
◦ 地域の自然資源を活かしたマングローブカヤックや遊歩道散策を展開。

• 地域経済と食のつながり
◦ 直売所（あたいぐゎマルシェ）：地元の生産者が育てた年間100
種類以上の野菜や40種類以上の果物が並ぶ。

◦ レストラン（あたいぐゎキッチン）：地域食材をメインとしたメニュー
を提供。訪れる人が地域の恵みを直接感じられる場。

人口：1,348名
（令和5年3月31日時点）



エコツーリズム事業と保全活動

これまでの活動の内容・取組 6

カヤック体験
利用者数：3,334名/年（R7）
一般2,108名 修旅団体：1,226名
マングローブ遊歩道
一般利用者数： 5,739名/年（R7）

・2011 年よりマングローブカヤック体験を開始
・2014 年に保全利⽤協定を締結
事業者同⼠や地域との連携ルールを策定し、環境協⼒⾦（寄付
⾦）の仕組みを整備。令和 6 年実績は 42 万円。半分を⼤浦区
に寄付し、 半分をわんさか⼤浦パークが保全利⽤協定事務局運営
やモニタリング活動、保全活動の事務局費⽤として活⽤。

・2016 年にマングローブロードがオープン
⼀般顧客・修学旅⾏・企業団体など幅広い活⽤
旅⾏会社やホテルとも連携が進み、受け⼊れを拡大中。
・経営努力により、地域経済の活性化と環境保全を支える重要な収

益源へと成長しつつある。
過疎化の負の循環を止めるにはさらなる事業成長が必要

リバークリーンの様子



沖縄県認定 保全利用協定（2014年～）

これまでの活動の内容・取組 7

わんさか大浦パーク

協定締結地域

①わんさか大浦パーク
②じゅごんの里
③がじゅまる自然学校
④ONE OCEAN
⑤沖縄カヤッククラブ

ツアー収益の一部を環境協力金として積み立
て、マングローブ林の保全活動や地域の美
化・景観維持に役立ててきた。

自然環境の現状や変化を捉え、適切な保全をするには科学的視点を入れ
モニタリングや保全の取り組みを充実化させていく必要がある

出典：国土地理院2006



Ⅱ．モデル事業の実施内容

株式会社わんさか



モデル事業のねらい

9

わんさか大浦パークを「地域づくりの拠点」として最大限活用しながら、大浦川流域の生態系、水質保
全と地域経済活性化を一体的に進める 「再生型ツーリズム」のモデルを確立。訪問者の増加が保全・
再生とコミュニティの強化につながる好循環を生み出すことを目指す。

モデル事業の目標と概要

大浦川再生型ツーリズムプロジェクト

保全、再生、啓発
地域経済の循環

エコツーリズムコンセプト
アップデート

豊かな暮らし

地域の魅力

水質、匂い

自然の変化

市民参加型調査の試行、ツアー連動調査
生き物アプリ活用検討

環境協力金

保全・再生プロジェクトの骨子策定

多様な人材・主体の参画、人材確保・育成
科学的な視点

自然共生サイト登録

〜訪れるほど、自然・地域・人がつながりを取り戻し豊かになる〜

モデル事業の目標と事業の概要

再生型ツーリズムの確立
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応募者・実施主体

大浦区、名護市久志支所
名護市教育委員会

・研究知見の共有
・保全・再生活動の方向性を相談

事業協力団体

ダイビングチーム

すなっくスナフキン
・生き物調査の実施
・研究知見の共有

一般財団法人ネイチャープレナー・ジャパン
・体制構築支援
・プロジェクト設計支援

名桜大学
プロジェクト学習

・学生参加
流域住民ヒアリング
生き物調査

将来的な協働を見込む団体

事業期間中の運営については株式会社わんさかを主体とし、その他の関係機関・
団体については、情報共有や意見交換会への参加、知見共有や支援協力などいた
だいた。事業期間中の連携実態と、事業終了後の連携イメージを以下に示す。

関係機関

・一般財団法人沖縄美ら島財団
人材育成、修学旅行受入連携、保全活動への協力

・JAMSTEC 国際海洋環境情報センター(GODAC)
探究学習プログラムの開発、修学旅行受入連携

・旅行会社、教育会社など
ツアーの販売、企業との協働の構築

モデル事業の実施体制



11モデル事業実施スケジュール



 実施内容 ヒアリング・意見交換会
ステークホルダーおよび流域住民へのヒアリング、専門家を交えた意見交換会を実施し、現状の把握、流域
住民が考える課題及び展望の確認、並びに専門家からの助言を踏まえ、骨子策定の基礎資料とした。

12

流域住民8名、ステークホルダー2名にヒアリング 流域住民・ステークホルダーとの意見交換会実施（6月30日、10月6日）

事業内容① 保全・再生プロジェクトの骨子策定

【ヒアリング結果】
・昔は道路が低かった（現在は集落の方が海抜が低い）ため川
から水が溢れてもすぐに海の方に流れていって集落内に溜まる
ことはなかった。

・大浦川はもっと深かった。潮が引いても、現在のように完全に
水が引くことはなかった。
→赤土や泥の堆積が理由で底が上がっているのではないか？

・水質の変化が気になる。昔は見かけたティラピアやクラゲ、ゴ
カイも今は少なく、全体的に川の生態系が変わっていると感じる。

・すでに豊かな自然と恵みがある川なので、開発よりも、「今あ

る自然を守る」「水質を保つ」ことを大切にし、子どもたちや孫た
ちが釣りや川遊びを楽しめるような環境を残していきたい。

【流域住民からの意見】
・水質の良い悪いなど、わからないことは不安に繋がるので、そ
れらを科学的に明らかにすることが必要である。

・子供に自然の遊び方を教える場になってほしい。どろんこや川
遊び等。都会からも人を呼ぶツールにもなる。

【有識者からのコメント・ご意見】
・この地域の暮らしは、住民にとって魅力的なだけでなく観光客
目線でも魅力がある。ここでの暮らしをストーリーに乗せて書き
起こし、科学的な裏付けをもって安心安全な暮らしをつくっていく
ことで、更に地域の魅力を高めることができる。
・地域拠点として、エコツーリズムにより事業成長させることが大
事。人材育成も地域活性も保全も進む。生物多様性は大きな魅
力。マングローブの体験といえばわんさか大浦パークという認
知を作れるといい。



 実施内容 保全・自然再生方針検討
ヒアリング・意見交換会を受け、連関図及び骨子の作成。長期的運営体制検討については、一般財団法
人ネイチャープレナー・ジャパンに専門的助言を依頼し、体制強化のためにフェローシップ制度への応募検討、
協働団体企業呼びかけツールの制作などを実施。再生型ツーリズムの理念を反映した事業設計及び運営
方針並びに地域関係者との連携体制構築を進めた。

13

＜協働団体企業呼びかけツール＞

意見交換会やヒアリングの際に挙げられた地域課題と取組を「暮らし」
「地域内経済」「自然環境」で整理し、それぞれのつながりを見える化、そ
れを基にビジョンを作成した。

事業内容① 保全・再生プロジェクトの骨子策定

※黄色枠は本事業において実施した内容を示す
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 実施成果
o ステークホルダー・流域住民へのヒアリング及び意見交換により、観光を自然や地域の「再

生のエンジン」として位置付ける方向性が共有され、それを基にプロジェクトのビジョンを取り
まとめた。

o 令和8年度以降を見据え、保全活動の推進体制の確立、市民参加型調査データを活用した

自然共生サイト登録に向けた動き、関係人口の構築といったフェーズごとの進行計画が整
理できた。

事業内容① 保全・再生プロジェクトの骨子策定

【骨子の項目】
①背景と目的
②プロジェクトのビジョン
③課題と施策

暮らしコミュニティ、地域内経済、自然環境に分けて記載

④アクションプラン
令和8年度の実施項目と次年度以降の計画・目標を記載

保全・再生プロジェクト骨子

ぺージイメージ

方向性をステークホルダーに共有できる
ように骨子づくりに取り組んだ

• 実施場所：沖縄県名護市大浦川流域 （下流部）
• 実施期間：〜令和13年3月末（5年ごと見直し）



 実施内容 生物調査の試行
生態系の変化を把握するための継続的なデータが不足していること、地域の子どもたちが自然と関わりながら
学ぶ機会を確保する観点から8月24日、9月14日地域住民と連携し生き物調査を実施。今後も定期的に
継続予定。

15

o 8月24日大浦川河口（沈下橋周辺）
調査参加者数：10名
イシマキガイ、ミナミトビハゼ、ヒメヌマエビ、アマミイシモチ、
ゴカイの仲間など24種採取。鳥類も４種見られた。

o 9月14日（日）大浦川中流域（砂防ダムの下流）
調査参加者数：14名
ナミウズムシ、サワガニ、ナガレトビケラ類、カワニナ類、リュウ
キュウハグロトンボ（成虫）、ナガノゴリオキナワヒゲナガカワト
ビケラ（幼虫）、など18種採取。

＜生物調査結果＞

事業内容② 市民参加型調査の試行



 実施成果

16

【データベース用生物リストの作成】
国土交通省河川水辺の国勢調査の生
物リストをもとにデータベースを作成し、過
去の調査記録を反映した。今後生き物
調査隊も含めた取り組みで得た記録を蓄
積していく。

事業内容② 市民参加型調査の試行

【定点カメラの設置】
侵略的外来種マングースが確認された。
甲殻類の捕食など生態系への影響が
懸念されるため、継続して調査・情報
収集を行い対策を検討していく。

 実施内容 定点カメラの設置、生物リストの作成、水質調査
【水質調査】
沈下橋、マングローブ林内、集落
前、カヤック実施箇所の４箇所で
水質調査（BOD、COD、大腸菌
数など7項目）を実施

o 生物調査を流域住民と連携して行うことにより、自然環境を主体的に守る意識醸成や、子どもたちの
環境学習機会の創出につながった。

o 生物リストを作成することにより、今後の調査結果を体系的に蓄積・比較できる基盤を整備した。これ
により、科学的根拠に基づく保全判断が可能となる体制の基礎を確立した。

「水質汚濁に係る環境基準」A類
型とした場合、沈下橋（干潮
時）のみ、BOD、大腸菌数が基
準値越え。満潮時や季節ごとの調
査の実施など、引き続き定期的な
調査を行い現状把握、対策の検
討をしていく。

出典：国土地理院2006



 実施内容 コンセプト、ツアー内容のアップデート
観光を自然や地域の「再生のエンジン」とすることを目的に、従来のアクティビティ主導型の自然体験ツアーを
見直し、簡易的なモニタリング、保全活動を体験プロセスに組み込んだ「再生型ツーリズム」へとコンセプトと
内容を刷新した。また、ターゲット別にツアーを展開することに。（次頁に記載）

17事業内容③ 再生型ツーリズムの確立

従来の「見る・楽しむ」
観光ではなく、
感じる → 考える → 
関わる の体験プロセスを導
入し、ガイドを通じて自然と
地域の関係性を学ぶ機会
を創出し、来訪者が自然
環境保全と地域づくりに関
与する仕組みを構築。

【一般の国内旅行者向けのツアーの仕組み】
ガイドは自然を守り地域とつなぐ「調査隊」としてのミッションも持ち、来訪者はその「協力者」として調査に参画。カヤック体験
や遊歩道散策の最中に、見つけた生き物や環境の変化を記録し、データを蓄積。

ガイドは参加者と一緒に
見つけた生き物をデータ
ベースに蓄積。
見える化する。



修学旅行生向け：大浦川マングローブ探究学習プログラム
• 探究学習型プログラム：従来の自然体験型コンテンツから発展させ、必要に応じワークシートを活用し、生徒自身が「自然・コ

ミュニティ・経済のつながり」を体験から学び考える教育的価値を重視するプログラムにアップデートした。
• 地域コミュニティや地域経済との接点： カヤック体験や散策に加え、直売所でのレクチャーやわんさか大浦パーク施設見学時間

を設けることで、地域コミュニティにとっての取り組みの意味や地域の生業や経済循環をトータルに理解する場を提供し。
• 修学旅行受入の機会を活用し、試験的に本プログラムを2回実施した。

一般の国内旅行者向け：貢献が見える、心が豊かになる体験
• 貢献の実感： 「楽しむことが地域に良い影響を与える」ことを丁寧に伝える。ツアー前にわんさか大浦パークがコミュニティの拠点

であり、地域づくりの一環として取り組んでいることを解説。終了後には環境協力金の役割や調査データの意義や感謝を記した
ツール（サンクスカード等）を手渡すことで、貢献の余韻を残す。

• 再訪意欲の向上： 払って終わりではなく、「自分の参加が役に立った」という実感を通じて、地域との心理的なつながりとリピー
ター化を促進する。

協働企業、団体向け：保全活動と地域づくりへの直接参画
• パートナーシップ： 企業、団体を単なる「支援者」ではなく、共にフィールドを育む「パートナー」と位置づける。
• 多様な関わり代： 生物調査・モニタリングへの参加、リバークリーン、環境教育活動への関与など、企業のリソースに応じたプログ

ラムを設計。
• 価値創出： 実際の保全活動への参画を通じ、ESG・生物多様性対応、社員研修、地域連携といった具体的な価値を提供

する。
• 協働によりブラッシュアップされた体験や交流プログラムを企業向けの研修や旅行商品として販売することも将来的に目指す。
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ターゲット別のツアー展開：共通コンセプト「感じる・考える・関わる」の最適化とツール制作
 実施内容

参加者の特性に応じた体験プロセスを提供

次頁①参照

次頁②参照

事業内容③ 再生型ツーリズムの確立



 実施成果
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①-1 修学旅行生向け：探究学習プログラム営業資料 ②一般の国内旅行者向け：サンクスカード
環境協力金の役割や調査データの意義や感謝を記載
貢献感→愛着→直売所・レストランへの誘導→購買→地域への
経済波及効果を狙う

③保全の取り組みを伝えるWebページを制作
環境保全の取り組み
環境協力金の使用用途 がわかるページを既存のHPに追加

事業内容③ 再生型ツーリズムの確立

①-2 修学旅行生向け：探究学習ワークシート
地域とのつながりについて考える７つの設問を設定



 実施内容 モニターツアー実施
o 大浦川再生型ツーリズムプロジェクトのフィールドツアー
o 日時：2026年1月27日（火）14時〜17時
o 場所：わんさか大浦パーク及びマングローブ遊歩道（大浦集落）
o 目的：販売、モニタリング・清掃など協働の可能性の模索
o 内容：造成したツアーの紹介、拠点施設の案内、フィールド体験、意見交換会
o 参加者：20名（旅行社、観光業者、専門家、県内企業、地域住民など）

20

 実施成果
o フィールドツアーを実施したことにより、5社・団体から協働の提案をいただいた。
o ツアーそのものをモニタリングの機会とする仕組みは新しい市民サイエンスの可能性として高い評価が得られた。
o 実際にフィールドを案内したことで、今後の事業化に向けた具体的な課題と改善案が浮き彫りになった。
o 通信環境の整備：マングローブエリアでの電波改善や、衛星通信（スターリンク）の導入、オフラインでも活用できるタブレットの検討。
o 解説ツールの充実：双眼鏡の導入や、鳥の声・生物をビジュアルで補足できる写真素材、タブレット端末活用の提案。
o 導入・物語（ナラティブ）の重要性：ツアー前のオリエンテーションが充実していたため、フィールドワークの没入感が高まったと評価され、

今後も事前学習や地域の歴史・コミュニティを繋ぐストーリー設計を重視する方針が固まった。
o マングローブ単体ではなく、源流から海までの「流域」全体を主語にしたストーリーを編み直すことで、他地域にはない強み（短距離で流

域全体を体感できる希少性）を活かせることが再認識された。

事業内容③ 再生型ツーリズムの確立



Ⅲ．成果と今後の課題・展望

株式会社わんさか
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• 自然環境を守る力の向上： ツーリズムにより自然との関わりが深まり、守る人材が育つと同時に、観光収益が保全活動の財源
となることで、マングローブや汽水域の保全、水質改善が持続的に行われる「再生のエンジン」が駆動する。

• 地域経済の循環加速： ツアーと「わんさか大浦パーク（直売所・レストラン）」の動線を統合することで、地域産品の販売促進
と地産地消を促し、地域内での経済循環が最大化されていく。

• 地域コミュニティの活性化とウェルビーイングの向上： 自然とコミュニティのつながりを再認識することで、住民の地域に対する誇
り（シビックプライド）が醸成され、担い手確保や過疎化の抑制、地域の安心・安全（防災意識等）の向上に寄与する。

本事業を通じて、観光を自然への負荷ではなく、環境保全と地域活性化の「エンジン」とする「再生型ツーリ
ズム」の基盤を確立することができた。

事業開始前の課題

過疎化と高齢化の進行それに伴う自然や風景を守る力の弱体化

解決策として→​既存ツーリズムの参加者を保全と地域づくりの担い手にするモデルに再構築

モニタリングの仕組みの拡充
「生き物調査隊」として、来訪者がツアー中に生
物情報を収集・蓄積する「市民サイエンス」の仕
組みと未来に生かすためのデータベースを構築。
また、定点カメラの設置で外来種の影響をチェッ
クする体制を導入。

期待される波及効果

訪れるほど、自然・地域・人がつながり 豊かになる姿へ
来訪者が「保全と地域づくりの担い手」の一員となることで、関わる全ての主体がウェルビーイングを実感できる、持続可能な地域の未来を実現する。

環境協力金の仕組みの強化
環境協力金を保全活動（リバークリーンや
生物調査等）に還元するという使途を明確
化し、成果をサンクスカード、HP等で伝える
「見える化」を実装した。

「再生型ツーリズム」モデルの確立
「感じる・考える・関わる」の3本柱を軸とした
体験設計を行い、修学旅行向けの探究学
習プログラムや、一般向けの貢献実感型ツ
アー、企業団体向けの協働プランを確立。

方向性をステークホルダーに共有できるように骨子にまとめた

成果と期待される波及効果：「再生型ツーリズム」による好循環の創出



 観光を「再生のエンジン」とする循環モデル
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大浦川流域の生態系、水質保全と持続可能な地
域経済活性化を目的に、観光を「再生のエンジン」
とする循環モデルを構築した。

1. ツアー参加者を調査協力者と位置づけた簡易
モニタリング体制を整備。生物情報や水質
データを蓄積し、科学的根拠に基づく保全方
針に活用する。

2. ツアー料金の一部を環境協力金としてリバーク
リーン、生物・水質調査、環境教育などの具体
的な保全活動の直接的な財源とし、成果を
ウェブサイト等で可視化することで継続的な支
援を促す。

3. 2026年度の「自然共生サイト（OECM）」
登録を目指し、行政・専門家・地域住民・企
業が協働する保全体制を構築する。「わんさか
大浦パーク」を中核とし、沖縄県認定の保全
利用協定に基づく一元的な管理を徹底すると
ともに、企業・教育機関との連携を通じて外部
資源を地域、環境保全につなげる。

これにより、ツアー参加者の増加が調査データと保全
財源の蓄積につながる好循環の確立を目指す。

利用が増えるほど
調査データと

保全財源が

蓄積され、

活動を見える化す
ることにより

担い手、応援者増
を目指す

ツアー参加
協働

モニタリング
環境協力金

データの蓄積

環境協力金を活用
した保全活動

再訪を促す

新規来訪者へ
のPR

活動内容
「参加＝貢献」
の見える化

水環境保全・活用に資する仕組み



大浦川流域の自然と暮らし・コミュニティを守り観光を「再生のエンジン」とするモデルを深化させるため、直面する課題を解決
し、以下の4点を重点的に推進する。
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人材育成の充実化：ガイドの役割の拡大
 【課題】 現在のガイドは「案内」が中心であり、生物多様性のモニタリングを担い、地域コミュニティの課題とツーリズムをつなげ、環境保全の取り組みを

コーディネートする専門人材（パークレンジャーのような役割を担う人）が不足している。
 【展望】 単なる案内人から、「調べ・守り・地域とつなぐ」役割を担うレンジャーへのアップデートを図る。専門家による生物調査研修や地域住民へのヒア

リング、コーディネーターのスキル研修など育成プログラムを充実化するとともに、外部のフェローシップ制度やインターン等を活用し、意欲ある若手人材を
地域に呼び込む仕組みを構築する。

保全・活用基盤の強化と多様な主体との「共創」の場づくり
 【課題】 今期築いた基盤を元に科学的なデータに基づいた保全・再生活動の充実化が必要であり、担い手の確保のために企業や地域外の協力者が

継続的に参画できる仕組みの充実化を図る必要がある。
 【展望】 2026年度中の「自然共生サイト（OECM）」登録を目指し、科学的なモニタリング体制を公認のものにする。定期的なフィールドツアーの

実施により、プロジェクトを支える「応援団（関係人口）」を創出するとともに、企業のESG・生物多様性対応を支援する協働プログラム（リバーク
リーンや生物調査等）を標準化し、参画の機会を最大化する。

拠点施設の「ビジターセンター化」と情報発信の強化
 【課題】 年間10万人の来訪者がいるが、その多くが直売所、レストラン利用に留まっており、プロジェクトのコンセプトや大浦川の価値が十分に伝わって

いない。
 【展望】 「わんさか大浦パーク」を地域環境の情報発信・学習拠点（ビジターセンター）として再定義する。サイン整備や立体展示の導入、アーティ

ストと連携した生き物グッズ企画などを通じ、プロジェクトを視覚的・直感的に伝える。また、環境協力金の使途を施設内でも公開し、来訪者の貢献を
「見える化」する。

再生のエンジンとなる収益基盤確立
 【課題】 プロジェクトの推進にはわんさか大浦パークの経営基盤の安定化とツーリズム事業の拡充が鍵となるが、現時点では収益基盤が弱く不安定な

状況にある。コミュニティとの関わりや環境貢献という独自の価値が旅行者の「選ぶ理由」として十分に機能しきれていない状況もある。
 【展望】 売上規模の拡大に向け、今期アップデートした「探究学習」を軸とした修学旅行、一般向けの貢献実感型ツアーの営業を強化していく。近

年わんさか大浦パークでも集客が伸びつつあり欧米豪を中心としたインバウンド市場はポテンシャルが高く、他社の対応が遅れているため、インバウンド
対応した商品造成や受入体制の整備にも着手し、他社との競合を回避しながら安定的な事業成長を図る。専門家と連携したブランディングにより、
「楽しむことが環境保全につながる、コミュニティベースのツーリズム」という独自のブランド価値を確立し、競合との差別化を図る。

人材育成の充実化：ガイドの役割の拡大
 【課題】 現在のガイドは「案内」が中心であり、生物多様性のモニタリングを担い、地域コミュニティの課題とツーリズムをつなげ、環境保全の取り組みを

コーディネートする専門人材（パークレンジャーのような役割を担う人）が不足している。
 【展望】 単なる案内人から、「調べ・守り・地域とつなぐ」役割を担うレンジャーへのアップデートを図る。専門家による生物調査研修や地域住民へのヒア

リング、コーディネーターのスキル研修など育成プログラムを充実化するとともに、外部のフェローシップ制度やインターン等を活用し、意欲ある若手人材を
地域に呼び込む仕組みを構築する。
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